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本論文は、がん患者遺族の心理的苦悩と抑うつ症状の改善に向けた、集団精神療法のプ
ログラムの開発とその効果検討を行ったものである。遺族外来受診者を対象とした調査に
より、その心理的苦悩の特徴を明らかにし、適切な支援方法として集団精神療法に認知行
動的技法を加えたプログラムを開発した。遺族外来受診者を対象として、上記集団精神療
法プログラムを実施することにより、参加者の気分や QOL の改善、心理的苦悩の軽減がみ
られた。このことは、臨床現場において苦悩する遺族に対する効果的な支援が可能となる
ことを示した優れた研究成果である。将来的に、厳密な比較対照試験による効果検討を行
うことが期待されるが、現時点では稀有なアプローチの方法論を示した点で高く評価され
る。将来的に多くの臨床現場で、このような支援が実施され、多くの遺族の心理的苦悩の
改善に資することが期待される。 
以上の結果より、本審査委員会は、石田真弓氏の学位申請論文「がん患者遺族に対する集
団精神療法の検討」は、博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。 
以上 
